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　　5-1号棟から5-13号棟を施工

横浜市青葉区にある、37棟820戸からなる大規模団地、すすき野第二団地の5-1号棟から5-13号棟までの計13棟分約5,500㎡の

屋上を、7月4棟、8月1棟、9.10月で残りすべてをＵＮマシンで施工致します。

現場からは、とにかくＵＮマシンを使って、素早く終わらせたいとの事、8月は熱中症対策で施工は行わず9・10月ですべて

終了するスケジュールで進めています。

台風7号が関東地方に接近し大雨が降った翌日の8月17日（土）
「台風一過」
天気予報もフェーン現象により猛暑予報が出ていました。

8/17千葉県鎌ケ谷市の公園、倒木あり

気合を入れて施工に臨んだオペレーターでしたが、猛暑の熱で
施工開始約90分を過ぎた気温上昇無風中の中、急にコンプレッサーが動かなく

なりました。

コンプレッサーとは、強い圧力で圧縮した空気を送り出す装置の事ですが、
換気を十分に行わないと止まることがあります。

「ヤバイ！　コンプレッサーが熱中症だ・・」
人間と同じように、冷風を送り、冷却材で周りを冷やし、回復に努めました。

サーキュレーターで送風 冷却材でCPを冷やす 数分後「プシュー」とコンプレッサーからは圧縮の音が響き始め
晴天の中、何とか回復し、無事に、港区立青南小学校の施工を終える事が
出来ました。

校門入口 晴天の中グランド端にUN設置 体感40度超えの屋上

表参道駅A4出口から、1流ブランドショップ店が立ち並ぶ、みゆき通りを徒歩7分　根津美術館の手前にある港区立青南小学校。
いったいこんなところに通う小学生は、どんなお坊ちゃまなのだろうと・・クーラーをかけすぎて鼻水が出た自称坊ちゃんオペレーターは
1流ブランドの空調服に身を包み校庭にたたずみました。

青南小は「いつでも、どこでも、青南の子」が合言葉だそうですが、我々も「いつでも、どこでも、UNマシン」を合言葉に
1流のウレタン施工のお手伝いをさせていただきます。

開校116周年の港区立青南小学校

　　　　化研マテリアル営業推進部（ＵＮ・産廃・特販）ニュースレター

　銀の汗  Again
すすき野第二団地

コンプレッサーが熱中症
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【おすすめドラム缶利用処理】 【おすすめ一斗缶そのまま処理】

大量の一斗缶 粘度の高い一斗缶

サラサラした廃液 一斗缶に少量の廃液

好調廃液処理のおすすめポイントをコンパクトに記した新チラシ配布させていただきます。

　　　　　　　　　　　新チラシ

 空ドラム設置は無料
 一都三県時間指定不可
（東京・千葉・埼玉・神奈川）

ドラム缶はフタ下10センチめどでお願いします。 大量の一斗缶はそのままの処理が

おすすめです。

　レスリング女子68㌔級：尾﨑野乃香選手、銅メダル獲得

　＼(^o^)／

　　　　　　　左：UNオペレーター：右AGCポリマー建材・営業・技術責任者 　銀の汗55号でご紹介した、（株）尾﨑防水様ご令嬢の

ＵＮマシンオペレーターとサラセーヌ製造メーカーのＡＧＣポリマー建材（株） 　尾﨑選手がパリオリンピックで、堂々の銅メダル！！

との実務者協議が7/23開催。現場の意見交換会が活発に交わされました。 　我々も「UN全国制覇」を掲げながら、不屈の

今後も年に数回開催し、お互い協力体制を強化してまいります。 　前進を開始いたします。

 ＵＮマシン.ＣＯＭサイトが起ちあがりました　　　　　　　　　www.un-machine.com yahoo検索ワード第1位（ウレタン・省力化など）

 ブログ銀の汗にＵＮの活動状況一部掲載しています　銀の汗バックナンバーも掲載　 ＵＮマシン 　にて検索

【sweat of silver】
愛媛県で一人暮らしの義父は来年米寿を迎えます。この夏、娘婿と一緒に息子を含め5名で帰省しました。息子と娘は小さいときから略、毎年

夏休みに帰省し、おじいちゃんの事は大好きです。PM4時になるとビール瓶をテーブルに置いた、じいさんから声がかかりますが、今回は息子と娘

そして娘婿の3名も飲めるので、私はすごく楽で助かりました。じいさんの方が酒が圧倒的に強く、もうダメといってからまた1杯コップに注がれる
のがパターンでしたが、今回は娘婿にその役目をゆずり、マイペースで休めました。10本近いビール瓶が並んだあたりで、娘が「おじいちゃんは、
おばあちゃんと、どこで知り合ったの？恋愛？見合い？」息子は「昔の写真みせて」じいちゃんは娘婿のコップにビールを注ぎながら、田舎の方言で
白黒写真の説明をします。息子と娘が合いの手や、みごとなツッコミをいれて場が盛り上がっていきます。「キャー恋愛なのー、どこでデートしたのー」
「おじいちゃん若いころイケメンやん」「そうじゃろー〇×△じゃろー」「私おばあちゃんに逢いたかったー」仏壇左上にある白黒写真の若いおばあちゃんは
着物姿で笑っています。義父は40年ちかく一人親方で4人の子供を育て上げました。私の妻はその長女になります。
妻も知らない、じいさんとおばあちゃんの秘密を、酒をガンガン注ぐ二人の孫がどんどん引き出していきます。じいさんも記憶がどんどん若返るのか
『バック・ツゥザ・フューチャー』のようになってきました。とどめは息子が土産に持ってきた日本酒です、お開きにしようとしたじいさんが、もう一度腰を
おろして、日本酒を飲み始めました。孫と話すのが嬉しいのか、『バック・ツゥザ・フューチャー2』がはじまりました。30年分くらい話した、じいさんは
風呂も入らず寝ると言って階段を下りていきました。「お前ら二人すごいな」と感心し「じいちゃんなんて言ってた？」と息子に聞くと、半分以上方言で
よくわからないけど、なんとなくわかるとの返事。でも傍から、じいさんと孫がワイワイしている姿を見て、なぜだか幸せを感じました。

TEL 03-5860-9981  FAX 03-6206-1607

　　　　化研マテリアル営業推進部（ＵＮ・産廃・特販）ニュースレター

　銀の汗  Again
新廃液チラシ

実務者合同会議 銅メダル


